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Q1. カイラル極限(mq→0)におけるカイラル相転移の次数は？ 

Q2. (T, mq) 平面の相転移線の曲率cはどれくらい曲がっているか? 

イントロダクション 
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スケーリング則を利用すれば、 

  相転移は二次、かつ、カイラル極限における曲率が計算可能 



O(4)スケーリング 

• 臨界指数        、               としたとき、 

 一つの関数系に乗る→ O(4)スケーリングが成立!! 

• スケーリング則が成立するため、相転移の次数は二次 

J.Engels et al., nuclear phys 
Iwasaki et.al., Phys. Rev. Lett., 78, 179 (1997) 
CP-PACS Collaboration,  
      Phys. Rev. D 64, 074510 (2001) 
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• (左図)再重み付け法を用いて、 

 低密度でカイラル凝縮を計算し、mq
2でフィット 

• (右図)テイラー展開法を用いて、カイラル凝縮の二階微分を計算 

      𝑡𝟐.5/a 𝑡𝟑.5/a 

再重み付け 0.0007(1) 0.0007(1) 

テイラー 0.0006(2) 0.0006(2) 

相転移線の曲率c (preliminary) 
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• 系によって計算値が大きく変わっている 
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まとめと展望 

• スケーリング則を仮定した相転移の解析 

– Nf=2 QCDのカイラル相転移と3次元O(4)スピン模型と 

      同じスケーリング則を満たす！ 

– カイラル極限におけるカイラル相転移は二次 

– スケーリング則を用いて相転移温度の密度依存性を計算 

– 相転移線の曲率は系によって大きく変化してしまうようだ。 
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• ポスターでは…、 

– スケーリング則を用いた相転移線の曲率の計算法 

– 相転移線の曲率は系によって大きく変化する原因を議論したい。 


